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時刻を tニ Gヲ状態を Xo(O)とする.この点から出発して t時間発展した系の状態Xo(坊の位相ゆ








ゆ(X(t))= YX手(X)lx=X(t). F(X(t)) = 1を満たすように定義することができる [1ぅ2].これによ
り‘位椙の定義がワミットサイクル近傍iこも拡張される.
さてうこの振動子にX(t)= F(X) + p仰という形で~~い喪動 p(t) を与えた場合ヲその位相ダイ
ナミクスはうや(X(t))= Yx<t(X)lxニX仲.X(t) = 1 + Yx<TlxニX(t). p(りより?最低次の近似でう
や(t)= 1 + Z(φ(t)).p(めに従う.ここで定義した Z(科=マx<t(X)Ix=Xo(φ)詰位担感受関数と呼
ばれるリミットサイクルの性質を特殻づ.~t る重要な量でうアイソクロン φ(X) のリミットサイクル
軌道上の状態Xo(併での勾監でるりう実験的には系を弱い外力で喪動することにより溜定できる.
この位椙感受関委主Z(引について?数学的にはMalkin(-Izhikevich-Hoppensteadt)の定理が知られ
ている [2].すなわちづ Z(坊はう非摂動系X(t)= F(X)のリミットサイクルXo(宇)まわりのJacobi





込22xM ? ??， ，???? ?? 、 、
の定嘗進行ノミルス解 Xo(ιt)= Xo(xヲt+ T)を考えよう.周期 Tはパルスがつングを一周する
持聞でありうその間に位相(リング上での笠置)や(t)は争(t)= 1に従って 0かち Tまで単調に増
加する.以下う実擦の数彊計葬ではう FitzHugh-l者雲 (F豆町方程式 X(x)= (u(x)うり(x))ぅF(X)= 










争{X(ιt)}=争(t)十 [Q(x;φ(t)ぅX(xラt)-Xo(x;φ(t) )] (2) 


























，L _ 82 _~ A ~IXA(♂ラ t) ニ F(XA ) 十 D: ~XA 十 ε{XB(xパ) -XA(x， t)}， 
δ δx2 。2
-XB(zj)=E(XB)+D--XB十ε{XA(ιt)-XB(x， t)} (6) θx2 
の進行パルス聞に生じる同期現象を考えよう.系AぅBは安定な進行パルスxf(z;仰))を示して
いるとする.前章の結果よりラこれらの結合反定拡散系をう以下の結合位相方程式系に縮約できる:
手A(t)= 1 + Er(争B やーA)， oB(t)ニ 1+εr(ゆA一手B). (7) 
ここでCTA(t)とφB(めはそれぞれの進行ノミルスの泣椙でありう今の場合う単にそれらのリング上での位
置に対応する.関数r(手A φB)ニ [Q伊;φB)ヲXo(x;φA)]およびr(♂-φA)= [Q(x; ctA)， Xo(x;ゆB)J
はう進有パルス潤の実効的争相互斧用を与える位相結合関数でありう今の場合う系が空間並進対称
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